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３ 月 定 例 会平成３１年度 当初予算概要

地方交付税（47.3％）
60 億７,000 万円

町税（12.2％）
15 億 5,757 万 2 千円

繰入金（5.9％）
7 億 5,987 万 2 千円

諸収入（3.0％）
3 億 8,309 万 5 千円

各種交付金等（4.0％）
5 億 2,750 万円

国県支出金（12.2％）
15 億 5,566 万 1 千円

町債（15.4％）
19 億 8,030 万円

自主財源
27 億 53 万 9 千円

（21.1％）

依存財源
101 億 3,346 万 1 千円

（78.9％）

一般会計

128億3,400万円

一般会計当初予算の推移

125億
8,100万円

138億
5,600万円127億

5,600万円
128億
3,400万円

27年度 28年度 29年度 30年度

【当初予算のポイント】
　平成３１年度の一般会計当初予算は、歳入歳出の額
がそれぞれ１２８億３, ４００万円となりました。
　前年度と比較すると、２億５，３００万円の増加とな
りました。

【平成３１年度 重点施策】
　①働く環境の充実と町民所得の向上
　②福祉と子育て環境の充実
　③地域力の向上
　④未来を拓く行政経営

２

125億
8,100万円

平成３１年度 当初予算概要

総額１８５億７，６５１万７千円

31年度

一般会計
歳入（収入）



３ 月 定 例 会 平成３１年度 当初予算概要

総額１８５億７，６５１万７千円平成３1年度
当 初 予 算

【平成３１年度 各種会計当初予算】

会計区分 一般会計 特別会計
企業会計

国民健康
保　　険

後期高齢者
医　　　療 介護保険 農 林 業

集落排水 公共下水道 水道事業

予 算 額 128億
3,400万円

46億
5,250万円

17億
3,700万円

2億
2,060万円

21億
9,580万円

1億
4,310万円

3億
5,600万円

10億
9,001万7千円

前年度比 2億
5,300万円

ー3億
3,800万円 ー7,600万円 ー910万円 ー3,200万円 ー350万円 ー2,700万円 2,011万円

総務費（13.5％）
17 億 3,848 万 6 千円

民生費（19.0％）
24 億 4,091 万 7 千円

衛生費（7.5％）
9 億 6,470 万 5 千円

労働・商工費（10.2％）
13 億 523 万 1 千円農林水産業費（6.9％）

8 億 8,323 万 1 千円

土木費（10.0％）
12 億 8,808 万 7 千円

教育費（11.1％）
14 億 3,081 万 1 千円

消防費（7.8％）
10 億 174 万 1 千円

公債費（12.6％）
16 億 1,259 万 6 千円

議会・災害対策費など（1.4％）
1 億 6,819 万 5 千円

　平成３１年第１回定例会が、３月８日から１５日までの８日間の会期で開催され、町からは、
条例制定・改正９件、平成３０年度補正予算４件、平成３１年度当初予算７件、報告１件、諮問１
件、その他の議案２８件が提出されました。
　また、議会からは委員会提出議案２件が提出され、慎重な審議が行われました。

３

一般会計
歳出（支出）



３ 月 定 例 会平成３１年度 新規事業一覧

４

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事　業　名 予算額
( 国県支出金 ) 事　業　目　的　・　内　容

低 所 得 者・ 子 育 て 世 帯 応 援 事 業
9,932

(9,932)
消費税率の引上げが低所得者・子育て世帯 (0 ～ 2 歳児 ) の日常生活に
もたらす影響緩和を目的としたプレミアム付商品券の販売

暁 の 星 幼 稚 園 施 設 型 給 付 交 付 金
29,918

(20,838)
子ども・子育て支援新制度により施設型給付を行う私立幼稚園に対す
る運営費用補助を実施

福 島 大 学 食 農 学 類 連 携 事 業
1,008

( ｰ )
平成 31 年度から新設される福島大学食農学類と連携し、本町農林業
全般に関する調査等を依頼し、実践型教育プログラムを推進

県 単 調 査 設 計 業 務
29,100

(17,400)
ほ場整備事業が行われる荒海地区と鴇巣地区の測量および調査を実施

農 地 耕 作 条 件 改 善 事 業
51,200

(28,050)
塩江地区から金井沢地区まで延長 4,300m の農道整備を実施

ヒ ツ ジ の 森 里 山 景 観 整 備 事 業
2,615

(716)
ヒツジを活用した景観整備 ( 除草 ) と獣害対策 ( 緩衝帯整備 ) を目的と
して、飼育環境を整備し、その効果を検証

町 産 材 消 費 拡 大 支 援 事 業
12,000

( ｰ )
素材生産量拡大と地元加工による 6 次化・付加価値化、地産外商によ
る販売拡大を目的として、伐出された丸太運搬経費を支援

農 山 漁 村 地 域 整 備 交 付 金 事 業
50,230

(35,000)
林道矢竹阿多根線の落石崩落個所の安全確保のため、法面落石防護工
事を実施

町 営 住 宅 松 下 団 地 建 替

事 業 基 本 計 画 策 定 事 業

8,200

( ｰ )
老朽化した松下団地を地域ニーズに応じた団地にするため、基本計画
の策定に着手

輝 く 子 ど も を 育 て る 事 業
847

( ｰ )
地域の教育力を高める環境づくりを進めるために、清水寺貫主の森清
範氏と次代を担う町内中学生によるシンポジウム等を実施

未 来 を 見 据 え た 地 域 活 力 の 向 上 と
持 続 可 能 な ま ち づ く り を 目 指 し て 

平成３１年度 当初予算審議

【水道事業会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
事　業　名 予算額 事　業　目　的　・　内　容

田 島 第 ２ 地 区 配 水 施 設 再 構 築 事 業 3,630
人口減少や給水量減少などの課題解決を図るため、田島浄水場の今後
のあり方を検討するため再構築基本計画の作成を実施（高野地内）

荒 海 地 区 配 水 施 設 再 構 築 事 業 11,100
維持管理の向上と給水区域の拡大を図るため、点在する配水施設の再
編を実施

針 生・ 静 川 地 区 水 道 施 設 統 合 事 業 5,940
静川地区水道の老朽化や渇水対策などの課題解決を図るため、自然流
下を活用した針生地区水道との連絡管を整備

国 道 289 号 永 田 橋 関 連 配 水 管 移 設 事 業 37,400
国道 289 号永田橋橋梁工事において支障となる橋梁添架管の補償工事
の実施に合わせて行う更新工事（永田地内）



「ワカモノ会議 ｉｎ ＴＯＫＹＯ」のようす
（平成 31 年３月２日 東京都内）

３ 月 定 例 会 平成３１年度 当初予算審議

５

財
産
収
入
（
立
木
売
払
収
入
）

歳入
全般問

　

７
５
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
を

予
定
し
て
い
る
か
。

　

古
町
地
区
の
ス
ギ
林
と

藤
生
地
区
の
ス
ギ
林
と
雑

木
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

答

南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
事
業
補
助
金

総務費問
　

東
京
都
内
で
若
者
を
集

め
た
ま
ち
づ
く
り
の
会
議

や
、
地
元
高
校
生
と
の
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
活

動
が
活
発
化
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
将
来
ワ
カ
モ
ノ

会
議
で
提
案
さ
れ
た
こ
と

を
実
行
に
移
す
計
画
は
あ

る
の
か
。

答
　

こ
れ
ま
で
は
、
成
果
を

あ
ま
り
求
め
ず
、
若
者
の

交
流
を
広
げ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
を

中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
目
に
見
え
る

成
果
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
ま
す
。

　

地
元
の
若
者
が
交
流
や

意
見
交
換
を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

吸
い
上
げ
、
町
へ
提
案
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
ま
ず

具
体
的
な
提
案
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
提
案
に
対

し
計
画
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

定
住
促
進
す
ま
い
る
補
助
金

総務費

補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
た
建
物
を
取
得
し
た

場
合
の
改
修
や
、
U
・
I

タ
ー
ン
者
へ
の
住
宅
の
建

て
替
え
の
助
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。

問
　

補
助
の
内
容
は
。

答
　

南
会
津
町
へ
定
住
を
目

的
に
新
築
や
中
古
住
宅
を

購
入
す
る
際
に
、
一
定
の

問
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
数
は
。

　

平
成
31
年
２
月
末
現
在

で
、
１
０
９
人
で
す
。

　

う
ち
、田
島
地
域
84
人
、

舘
岩
地
域
４
人
、
伊
南
地

域
３
人
、
南
郷
地
域
18
人

で
す
。

答
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

民生費

問
　

高
齢
化
が
進
む
中
、
人

材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
を

強
化
す
る
考
え
は
。

答
　

現
役
を
引
退
さ
れ
て

も
、
ま
だ
ま
だ
元
気
の
あ

る
方
が
社
会
貢
献
で
き
る

場
と
し
て
非
常
に
有
効
な

機
関
と
考
え
ま
す
。

　

個
人
業
者
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
な
が
ら
、
町
と
し
て

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問
　

事
業
の
内
容
は
。

答
　

町
内
の
山
で
、「
伐
採

届
」
に
よ
り
伐
出
さ
れ
た

丸
太
を
運
搬
す
る
際
の
経

費
の
助
成
を
行
う
も
の

で
、
町
内
の
製
材
所
や
加

工
所
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

な
ど
、
付
加
価
値
の
つ
く

場
所
に
運
搬
す
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

町
産
材
消
費
拡
大
支
援
事
業

農林水
産業費



３ 月 定 例 会

６

問答
　

事
業
の
内
容
は
。

　

ヒ
ツ
ジ
を
活
用
し
た
景

観
整
備
（
除
草
）
と
獣
害

対
策
を
目
的
と
し
て
会
津

山
村
道
場
内
に
飼
育
環
境

を
整
え
、
こ
れ
ら
の
効
果

を
検
証
す
る
も
の
で
す
。

　３月定例会の議案審議では１６５件の
質疑がありました。
　紙面の都合上、議会だよりでは一部の
み掲載しております。
　本会議のようすは、インターネット

（You Tube）で見ることができます。
 【http://www.minamiaizu.org/gikai/】

南会津町議会中継

平成３１年度 当初予算審議議案審議

ヒ
ツ
ジ
の
森
里
山
景
観
整
備
工
事
請
負
費

農林水
産業費

　

な
ぜ
ヒ
ツ
ジ
な
の
か
。

問

答
　

ヒ
ツ
ジ
の
特
徴
と
し

て
、
草
の
根
ま
で
食
べ
る

の
で
、
除
草
に
適
し
て
い

る
こ
と
や
、
ヒ
ツ
ジ
特
有

の
に
お
い
を
、
イ
ノ
シ
シ

が
苦
手
と
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
景
観
整
備
と
獣
害

対
策
の
両
方
に
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
試
験
的
に
ヒ
ツ
ジ
を

飼
育
し
、
効
果
を
検
証
し

て
い
き
ま
す
。

問
　

委
託
の
内
容
は
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
栽
地
維
持
管
理
業
務
委
託
料

農林水
産業費

　

今
年
で
３
年
目
と
な
る

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里

づ
く
り
事
業
で
、
地
域
の

方
に
植
林
し
て
い
た
だ
い

た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
管
理
を

答

本
格
的
に
行
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

　

植
栽
後
の
管
理
の
ほ

か
、
苗
の
育
成
も
行
い
ま

す
。

問
　

補
助
件
数
の
見
込
み
と

金
額
は
。 空

き
家
等
除
却
事
業
補
助
金

土木費

　

補
助
件
数
は
10
件
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
課
税
世
帯

は
限
度
額
50
万
円
で
５

件
、
非
課
税
世
帯
は
限
度

額
80
万
円
で
５
件
で
す
。

答

問
　

購
入
す
る
ポ
ン
プ
車
は

重
量
３
・
５
ｔ
を
超
え
る

車
両
を
購
入
予
定
と
の
こ

と
だ
が
、
平
成
29
年
３
月

の
道
路
交
通
法
の
改
正
後

に
普
通
免
許
の
み
を
取
得

し
た
も
の
は
、
３
・
５
ｔ

を
超
え
る
車
両
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

町
の
考
え
は
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
費

消防費

　

今
後
の
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

免
許
取
得
の
支
援
体
制

が
と
れ
る
よ
う
、
消
防
団

と
協
議
し
ま
す
。

答

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲
等
対
策
事
業

農林水
産業費問

　

事
業
の
内
容
は
。

答
　

鳥
獣
な
ど
の
被
害
で
緊

急
性
が
あ
っ
た
場
合
に
、

許
可
を
出
し
て
捕
獲
す
る

事
業
で
す
。

　

主
に
、
サ
ル
・
シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。



国
へ
意
見
書
を
提
出

３ 月 定 例 会 議案審議

総
務
委
員
会
提
出
議
案

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を

求
め
る
意
見
書

採択
　

福
島
県
の
最
低
賃
金
は
時
間
額
で
「
７
７
２
円
」
で

す
が
、
こ
れ
は
政
府
が
目
指
す
と
し
て
い
る
全
国
加
重

平
均
１
０
０
０
円
に
は
程
遠
い
金
額
で
あ
り
、
そ
の
水

準
は
全
国
31
位
と
低
位
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
国
水
準
と
の
乖
離
是
正
は
、
県
内
の

労
働
者
・
生
活
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
強
化
や
内

需
拡
大
は
も
と
よ
り
、
県
内
の
人
手
不
足
解
消
、
生
産

年
令
人
口
流
出
の
抑
制
に
効
果
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

　

よ
っ
て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
、
中
小
・
地
場

企
業
に
対
す
る
支
援
策
の
強
化
な
ど
を
強
く
求
め
ま

す
。

７

請願（陳情）書の提出方法
　請願（陳情）の提出は、次の記入例により必要事項
を記入し、事前に議会事務局へ連絡のうえ、提出して
ください。
　【紹介議員】
　　◆請願は１名以上　　◆陳情は不要
　【受理できない場合】
　　◆郵送などによる請願・陳情
　　◆町民以外から提出された陳情

平成　年　月　日
南会津町議会議長　あて
　　　　　　　　　請願（陳情）者の
　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　氏名　　　　　　㊞
　　　　　　　　　紹介議員（請願のみ）
　　　　　　　　　　氏名　　　　　　㊞

○○○○○に関する請願（陳情）
１．請願（陳情）の趣旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新たに小規模保育所が設置される舘岩幼稚園

県
へ
意
見
書
を
提
出

南
会
津
町
に
お
け
る
県
立
高
等
学
校
２
校
の
存
続

を
求
め
る
意
見
書

採択 文
教
厚
生
委
員
会
提
出
議
案

　

福
島
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
31
年
２
月
８
日
に
、

「
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実
施
計
画
」
を
公
表
し
ま

し
た
。

　

少
子
化
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
計
画
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、
南
会
津
町
議
会
及
び
地
域
住
民
は
、
こ
の
計
画
に

大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
の
町
村
合
併
以
降
も
本
庁
と
３
支
所

体
制
を
維
持
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
町
村
合
併
に
よ
り
結
果
し
て
１
自
治
体
に

２
校
の
県
立
高
等
学
校
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
地
理

的
条
件
は
何
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
町
内
の
最
高
学
府
と
し
て
人
材
育
成
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
極
め
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
高
等
学

校
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
県
立
高
等
学
校
の
統
廃
合
は
少
子
化
に
拍
車

を
掛
け
、
さ
ら
な
る
過
疎
化
に
進
む
こ
と
は
論
を
待
た

ず
、
地
方
の
疲
弊
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校
及
び
福
島
県
立
南
会
津
高

等
学
校
は
、
地
域
に
愛
さ
れ
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
践
さ
れ
る
重
要
な
学
校
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
南
会
津
地
域
に
欠
か
せ
な
い
学
校
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
校
の
存
続
を
強
く
求
め
ま
す
。

（
一
部
抜
す
い
）

（
一
部
抜
す
い
）

問
　

幼
稚
園
と
保
育
所
は
所

管
が
違
う
が
、
問
題
は
な

い
の
か
。

答
　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
き
、
舘
岩
幼
稚
園

内
に
小
規
模
保
育
所
と
し

て
設
置
す
る
も
の
で
、
今

後
は
１
歳
児
か
ら
の
保
育

受
入
れ
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

議
案
第
４
号

舘
岩
幼
稚
園
に
小
規
模
保
育
所

町
立
保
育
所
条
例
の
改
正



登壇順序・質問項目

８

一般質問

１　森　　秀一　議員・・・・９㌻
　　①県立南会津高校の存続を
　　②福祉関係スタッフの現状は
　　③教育旅行受入れの現状は

２　室井　嘉吉　議員・・・・10㌻
　　①地域の元気をつくるために
　　②高齢化の進行に伴う、きめ細やかな施策を

　平成３１年３月定例会の一般質問は、１２～１４日の３日間にわたり行われました。
　一般質問は、議員が町の行政全般にわたり執行機関に問題点をただし、所信の表明を
求めて政治姿勢を明らかにするものです。

９人の議員が登壇

３　丸山　陽子　議員・・・・11㌻
　　①英語力向上への支援を

４　大桃　英樹　議員・・・・12㌻
　　①六斎市の復活で商業の活性化を
　　②健康長寿町をめざして

６　湯田　　哲　議員・・・・14㌻
　　①本年度スタートする「南会津町公共交通網形
　　   成計画」を内外へアピールし活気ある町に
　　②駒止湿原への道路開通式と秋の湿原山開きを
　　   同時に実施しては
　　③旧「峠の茶屋」跡地を駒止湿原の駐車場に整
　　   備し路上駐車対策を

７　山内　　政　議員・・・・15㌻
　　①県立高等学校改革前期計画は

８　星　　光久　議員・・・・16㌻
　　①動産・不動産の所有権移転の未解決状況は
　　②食品安全対策は
　　③鳥獣対策は
　　④県立南会津病院の充実は

５　渡部　訓正　議員・・・・13㌻
　　①県立南会津病院の充実を
　　②南会津町公共施設等の総合管理計画個別施
　　　  設計画（素案）は
　　③若者の雇用確保に向けて

９　貝田　美郎　議員・・・・17㌻
　　①子育てスマイル支援事業
　　②保育所の遠足時の支援
　　③ヤマザクラ１万本の里づくり事業組織の見直し
　　④指定有形文化財の保護と保険の推進



　

ス
タ
ッ
フ
の

　

今
後
の
見
通

し
は
。

　

南
会
津
高
等
学

　

校
は
田
島
高
等

学
校
へ
統
合
す
る
再
編
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
の
考
え
は
。

町政を問う
一 般 質 問

　

平
成
20
年
度

　

の
登
録
数
は

68
軒
で
平
成
30
年
度
は

１
９
２
軒
で
す
。

　

た
だ
し
、
実
稼
働
農
家

数
は
55
軒
で
す
。

問

　

教
育
旅
行
開
始

　

時
と
現
在
の
登

録
農
家
数
の
状
況
は
。

問

　

南
会
津
高
等

　

学
校
を
田
島

高
等
学
校
へ
統
合
す
る
計

画
は
、
生
徒
の
教
育
環
境

の
悪
化
や
地
域
人
材
の
育

成
な
ど
地
域
経
済
に
と
っ

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　

関
係
機
関
と
協
力
し
、

南
会
津
高
等
学
校
の
存
続

を
県
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

町
長

９

町長＝関係機関と協力し働きかける

南 会 津 高 等 学 校 の 存 続 を

町
長
＝
受
入
れ
体
制
を
強
化

　

福
祉
関
係
ス

　

タ
ッ
フ
の
充
足

状
況
は
。　

南
会
津
郡
内

　

９
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
概
ね
定
員
を

満
た
し
て
い
ま
す
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
不
足
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
縮
小

し
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま

す
。 問

教
育
旅
行
広
域
連
携
の
進
め
方
は

教育旅行受入れのようす

町
長

町
長

福
祉
ス
タ
ッ
フ
に
関
す
る
町
の
関
り
は

町
長
＝
福
祉
施
設
の
情
報
を
集
め
支
援
策
を
検
討

　

介
護
職
員
の

　

高
齢
化
や
臨

時
職
員
で
補
充
す
る
な
ど

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や

緊
急
時
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
施
設
も
あ
り
ま

す
。 問町

長

　

ス
タ
ッ
フ
に

　

関
す
る
町
の

関
わ
り
は
。

　

介
護
職
員
の

　

人
材
不
足
は

介
護
保
険
事
業
推
進
の
懸

念
材
料
で
あ
り
、
各
施
設

の
情
報
を
集
め
な
が
ら
支

援
策
を
検
討
し
ま
す
。

問町
長

　

震
災
前
の
平

　

成
22
年
度
は

22
校
、延
べ
３
７
０
４
人
、

震
災
時
の
平
成
23
年
度
は

３
校
、
延
べ
２
０
４
人
、

平
成
30
年
度
は
16
校
、
延

べ
３
７
０
４
人
で
す
。

　

教
育
旅
行
受
入

　

れ
数
と
受
入
れ

生
徒
数
の
状
況
は
。

問町
長

　

受
入
れ
体
制

　

の
強
化
と

事
業
の
推
進
を
目
的
に
、

受
入
れ
窓
口
の
一
本
化
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
合
同
実

施
、
登
録
農
家
の
合
同
研

修
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

統
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
な
ど
、
連
携
を
図
り
ま

す
。

　

広
域
連
携
の
進

　

め
方
は
。

問町
長

森　
　

秀
一　

議
員



　

高
齢
化
の
進
行

　

に
伴
い
き
め
細

や
か
な
施
策
が
必
要
で
は
。

　

リ
バ
テ
ィ
会
津

　

に
よ
る
観
光
誘

客
の
取
り
組
み
を
強
化
す

べ
き
で
は
。

　

ま
ち
な
か
整
備

　

事
業
に
よ
る
駅

前
か
ら
役
場
ま
で
の
景
観

整
備
が
メ
イ
ン
と
考
え
る

が
、
こ
の
事
業
は
い
つ
か

ら
始
め
る
の
か
。

　

空
き
家
の
利

　

活
用
に
よ
る

ま
ち
な
か
拠
点
整
備
を

行
っ
た
後
に
、
地
元
商
店

街
や
商
工
会
、
関
係
団
体

と
協
議
、
連
携
し
て
進
め

ま
す
。 問町

長

町政を問う
一 般 質 問

10

町長＝施設環境の整備を検討

「 ま ち の 駅 」 を 賑 わ い の 拠 点 に

高
齢
者
単
独
居
住
の
共
同
住
宅
建
設
を

町
長
＝
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
検
討

問
　

乗
り
入
れ
か

　

ら
、
間
も
な

く
３
年
を
迎
え
、
南
会
津

魅
力
発
信
創
出
事
業
な
ど

に
よ
る
団
体
の
観
光
誘
客

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
に
お
け

る
個
人
向
け
の
旅
行
商
品

の
販
売
促
進
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。

町
長

問
　

必
要
と
の
認

　

識
の
も
と
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
公

共
交
通
体
系
の
抜
本
的
見

直
し
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
と
町
が
さ

ら
に
連
携
し
た
地
域
づ
く

り
が
必
要
で
あ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
高
齢
者
の
日

常
生
活
を
支
え
て
い
く
共

助
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
単
独
居

　

住
の
共
同
住
宅

の
建
設
を
展
望
し
て
は
。

問
　

高
齢
者
が
安

　

心
し
て
暮
ら

せ
る
共
同
生
活
型
の
高
齢

者
住
宅
建
設
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

地場産品展示販売施設
「まちの駅 南会津ふるさと物産館」（宮本地内）

　
「
ま
ち
の
駅
」

　

の
拡
張
を
具
体

化
し
、
賑
わ
い
づ
く
り
の

拠
点
に
し
て
は
。

問
　

平
成
27
年
に

　

会
津
み
な
み

農
業
協
同
組
合
か
ら
拡
張

の
要
望
書
の
提
出
が
あ
り

町
長

町
長

町
長

　

今
後
も
東
武
鉄
道
㈱
な

ど
と
連
携
し
誘
客
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

ま
し
た
が
、
施
設
増
設
の

具
体
的
利
用
計
画
が
示
さ

れ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
指
定
管
理
者
で

あ
る
、
会
津
よ
つ
ば
農
業

協
同
組
合
か
ら
の
利
用
計

画
書
の
提
出
が
あ
れ
ば
利

用
者
が
利
用
し
や
す
い
施

設
環
境
の
整
備
を
検
討
し

ま
す
。

室
井　

嘉
吉　

 

議
員



　

本
町
で
は
、
英

　

語
力
を
高
め
る

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
の

新
し
い「
学
習
指
導
要
領
」

で
は
、
小
学
校
高
学
年
よ

り
英
語
が
授
業
化
さ
れ
ま

す
。

　

県
の
支
援
事
業
を
活
用

し
た
英
語
検
定
試
験
の
補

助
が
、
今
年
度
で
終
了
し

ま
す
が
、
英
語
力
向
上
の

た
め
、
今
後
も
支
援
を
継

続
す
る
考
え
は
。

問

町政を問う
一 般 質 問

11

教育長＝英語検定料を継続して支援

英 語 力 向 上 へ の 支 援 を

　

次
年
度
に
つ

　

い
て
も
、
町

内
の
全
中
学
生
に
対
し
、

一
人
一
回
の
検
定
料
を
継

続
し
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

本
町
で
は
、
小

　

学
生
へ
の
英
語

検
定
試
験
受
講
料
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
、支
援
す
る
考
え
は
。

問

　

小
学
校
で

　

は
、
英
語
を

好
き
に
な
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
を
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
現
時
点
で
は
、
テ

ス
ト
的
な
検
定
の
導
入
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
小
学

校
の
英
語
検
定
に
つ
い
て

は
、
自
主
的
な
取
り
組
み

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

検
定
料
補
助
支
援
を
実
施

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。 教

育
長

　

児
童
・
生
徒
の

　

皆
さ
ん
が
英
語

を
身
に
付
け
る
上
で
家
庭

で
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ま

す
。

　

今
後
、
家
庭
で
で
き
る

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
学

校
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
の
取
り
組
み
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

問
　

県
教
育
委
員

　

会
が
作
成
し

た
「
ふ
く
し
ま
の
家
庭
学

習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
全

家
庭
に
配
布
し
、
各
家
庭

で
の
学
習
の
充
実
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
の
学
習
に
お
い
て

も
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
特
に
英
語

に
限
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
の
取
り
組
み
は
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
。

教
育
長

ブリティッシュヒルズ（天栄村内）での英語研修のようす

丸
山　

陽
子　

議
員



　

県
が
行
な
っ

　

て
い
る
「
ふ

く
し
ま
健
民
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
「
運
動
」「
食
」「
社

会
参
加
」
を
健
康
増
進
の

柱
に
、
栄
養
指
導
、
保
健

師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

個
別
指
導
、
運
動
機
能
向

上
を
め
ざ
し
た
教
室
、
公

民
館
事
業
に
よ
る
生
き
が

い
づ
く
り
の
た
め
の
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

商
業
活
性
に
は

　

関
係
人
口
を
増

や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

１
年
後
に
控
え
、
海
外
か

ら
の
旅
行
者
が
増
加
す
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅

行
者
を
増
や
す
た
め
の
方

策
は
。

町政を問う
一 般 質 問

　

田
島
地
域
内

　

国
道
２
８
９

号
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、

中
心
市
街
地
の
交
通
量
が

減
少
し
た
場
合
、
歩
行
者

優
位
の
道
路
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
中
心
市
街
地
で

行
わ
れ
て
い
る
現
在
の
取

り
組
み
の
拡
大
や
、
新
た

な
取
り
組
み
を
行
う
提
案

が
関
係
者
か
ら
あ
れ
ば
支

援
し
ま
す
。

　

か
つ
て
田
島
や

　

伊
南
で
行
わ
れ

て
い
た
定
期
市
「
※
１

　

六
斎

市
」
を
田
島
地
域
の
中
心

市
街
地
で
開
催
し
、
商
業

を
活
性
化
す
る
考
え
は
。

問町
長

　

県
で
は
、
震
災

　

以
降
県
民
の
健

康
指
標
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
民
の
健
康

づ
く
り
の
機
運
を
一
層
高

め
る
方
針
で
す
。

　

町
の
健
康
増
進
の
方
針

は
。 問

12

町長＝中心市街地関係者の取り組みを支援
六斎市の復活で商業の活性化を

健
康
長
寿
町
を
め
ざ
す
方
策
は

町
長
＝
「
運
動
」「
食
」「
社
会
参
加
」
を
柱
に
推
進

町
長

日常的に運動する習慣化のきっかけづくりを目的に
毎年 5 月最終水曜日行われているチャレンジデーのようす

（写真は平成 30 年 5 月 30 日）

問
　

昨
年
１
年
間

　

に
奥
会
津
７

町
村
へ
訪
れ
た
外
国
人
旅

行
者
は
２
１
５
３
人
と
い

う
報
道
が
あ
り
ま
し
た

が
、
隣
接
し
て
い
る
日
光

市
で
は
平
成
29
年
に
約

10
万
人
と
な
っ
て
お
り
、

ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で

す
。 町

長

　

今
後
、
東
武
沿
線
自
治

体
や
近
隣
自
治
体
と
の
広

域
連
携
に
よ
る
広
報
活
動

や
、
個
人
旅
行
者
向
け
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
、

着
地
型
ツ
ア
ー
の
販
売
な

ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

町長＝医療スタッフの確保を強く要望

用語　
　
※
１

　

六ろ
く

斎さ
い

市い
ち

　

中
世
～
近
世
に
か
け

て
、
月
に
６
回
開
か
れ
た

定
期
市
。

大
桃　

英
樹　

 

議
員



　

県
立
南
会
津
病

　

院
の
病
床
数
が

98
床
か
ら
78
床
に
な
り
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
減
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　

内
科
医
師
な
ど
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
減
ら
な
い
よ

う
要
望
す
べ
き
で
は
。

問

町政を問う
一 般 質 問

　

計
画
は
、

　

た
た
き
台
と

し
て
示
し
ま
し
た
。

　

会
館
は
築
23
年
が
経
過

し
、
館
内
設
備
は
故
障
の

町
長

13

町長＝医療スタッフの確保を強く要望
県 立 南 会 津 病 院 の 充 実 を

　

会
館
は
、
個

　

別
施
設
計
画

で
、
施
設
修
繕
に
多
額

の
経
費
が
必
要
な
た
め
、

２
０
２
１
年
度
で
廃
止
の

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
を
代
表
す
る
祇
園
祭

を
紹
介
で
き
る
施
設
で
、

田
島
町
内
の
観
光
拠
点
で

あ
り
、
今
後
は
国
道
バ
イ

パ
ス
開
通
に
伴
い
、
よ
り

一
層
の
交
流
人
口
拡
大
が

見
込
ま
れ
る
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
郷
土
料
理
を
日

常
的
に
紹
介
・
提
供
す
る

唯
一
の
場
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
し
、
町
の

問

　

こ
れ
ま
で
も

　

要
望
し
て
き

ま
し
た
が
、
配
置
の
明
確

な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
医
療
の
中
核
病
院

で
す
の
で
、
今
後
も
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
安
定
確
保
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

町
長

会
津
田
島
祇
園
会
館
を
存
続
し
発
信
拠
点
に

町
長
＝
祇
園
の
町
、
魅
力
発
信
の
取
り
組
み
は
継
続

今後のあり方が検討される祇園会館

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
若
者
の
雇
用
確
保
に
向
け
て

た
め
動
か
ず
、
修
繕
に
も

多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
、
部
品
確
保
も
困
難
で

す
。

　

町
内
に
４
つ
の
屋
台
格

納
庫
が
完
成
し
、
本
物
の

屋
台
を
年
間
を
通
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
会
館
の

設
置
目
的
は
達
成
さ
れ
、

２
０
２
１
年
度
で
廃
止
と

の
素
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

な
お
、
郷
土
料
理
の
提

供
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業

な
ど
の
祇
園
の
町
の
魅
力

を
発
信
す
る
取
り
組
み

は
、
継
続
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
所
は
ど
こ
が
ふ

さ
わ
し
い
か
を
含
め
、
関

係
団
体
と
の
協
議
で
方
向

性
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

P
R
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

祇
園
の
町
の
発
信
拠
点

と
し
て
、
会
館
は
必
要
と

考
え
ま
す
が
町
の
考
え

は
。

渡
部　

訓
正　

議
員



　

２
０
１
６
年
12

　

月
の
一
般
質
問

で
は
「
ワ
ン
コ
イ
ン
で
バ

ス
を
利
用
し
易
い
環
境

に
」
と
の
質
問
で
、
町
長

は
「
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
等

も
施
策
の
一
つ
と
捉
え
、

町
民
が
よ
り
利
用
し
や
す

い
、
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
公
共
交
通
の
在
り
方
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い

く
」と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
「
※
１

　

南
会
津

町
公
共
交
通
網
形
成
計
画

（
案
）」
が
示
さ
れ
、
そ
の

計
画
書
に
は
「
フ
リ
ー
パ

ス
、
無
料
」
の
文
字
も
含

ま
れ
、
町
民
重
視
の
交
通

シ
ス
テ
ム
完
成
へ
の
着
手

は
、
本
町
の
明
る
い
未
来

　

あ
ら
ゆ
る
機

　

会
に
お
い
て

町
外
へ
も
P
R
し
、
移

住
を
考
え
て
い
る
方
が
移

住
先
を
検
討
す
る
際
の
重

要
な
要
素
と
な
り
、
活
気

あ
る
町
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

町
長

町政を問う
一 般 質 問

　

駒
止
湿
原
へ
の

　

自
由
な
ア
ク
セ

ス
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ

の
４
年
間
、
復
旧
工
事
が

着
々
と
進
め
ら
れ
、
こ
の

秋
に
は
い
よ
い
よ
完
成
し

通
行
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
湿
原
フ
ァ
ン
の

待
ち
に
待
っ
た
開
通
で
す
。

　

そ
の
安
全
祈
願
、
開
通

式
を
実
施
し
、
合
わ
せ
て

秋
の
湿
原
山
開
き
を
実
施

し
て
は
。

　

こ
の
工
事
は

　

他
の
災
害
復

旧
工
事
と
同
じ
で
あ
り
、

工
事
完
了
に
伴
う
安
全
祈

願
祭
と
開
通
式
を
実
施
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
山
開
き
は
被

問

14

町長＝あらゆる機会でＰＲ

「南会津町公共交通網形成計画」で
活 気 あ る 町 に

駒
止
湿
原
へ
の
道
路
開
通
式
と
山
開
き
を
同
時
に

町
長
＝
山
開
き
は
被
災
前
と
同
じ
規
模
で
実
施

災
前
と
同
程
度
の
規
模
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

町
道
東
１
０
６
号
線
の

開
通
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
※
１

　

南
会
津
町
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
案
）」

　

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律(
平
成
19
年
法
律
第
59
号)

に
基
づ
く
計
画
で
、「
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
」

を
明
ら
か
に
す
る
「
地
域
公
共
交
通
の
基
本
計
画
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
す
。

　

町
は
こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、
平
成
31
年
度
中
に
具
体
的
な
運
行
体
系
な

ど
を
示
し
た
「
南
会
津
間
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

用語

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
旧
「
峠
の
茶
屋
」
跡
地
を
駒
止
湿
原
の

　
　
駐
車
場
に
整
備
し
路
上
駐
車
対
策
を

予
想
図
で
あ
り
、「
南
会

津
町
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」
と
い
う
設
計
図
の
完

成
や
、
待
望
の
完
成
年
度

も
含
め
町
民
へ
は
も
ち
ろ

ん
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
れ

ば
定
住
先
と
し
て
本
町
を

選
択
す
る
人
も
増
え
活
気

あ
る
町
に
な
る
の
で
は
。

町
長

駒止湿原山開きのようす（写真は平成 27 年度５月開催時）

湯
田　
　

哲　

 

議
員



　

高
等
学
校
改

　

革
監
や
県
教

育
長
と
の
面
談
の
中
で

も
、
反
対
の
意
思
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
反
対
の
意
思
表

示
を
明
確
に
し
、
南
会
津

高
等
学
校
の
存
続
を
県
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

西
部
地
域
か
ら

　

高
等
学
校
が
無

く
な
る
こ
と
は
移
住
定
住

策
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ま
す
が
。

　

開
校
以
来
70

　

年
地
域
の
最

高
学
府
と
し
て
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。

　

社
会
や
生
徒
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
進
路
指
導
や
就

職
活
動
の
充
実
も
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
も
、
全
国
大

会
で
活
躍
す
る
な
ど
各
分

野
で
多
く
の
優
秀
な
人
材

を
輩
出
し
て
き
た
南
会
津

高
等
学
校
の
功
績
は
、
大

変
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
南

　

会
津
高
等
学
校

の
頑
張
り
を
町
は
ど
う
評

価
し
て
い
ま
す
か
。

問

町政を問う
一 般 質 問

　

こ
れ
以
上
過
疎

　

化
に
拍
車
を
か

け
な
い
た
め
に
も
、
高
校

の
統
合
に
反
対
の
意
思
表

示
を
明
確
に
示
す
べ
き
で

は
。 問

15

町長＝反対を明確に存続を求める

南 会 津 高 等 学 校 の 統 合 反 対 を 明 確 に

町
長

問
　

南
会
津
高
等

　

学
校
が
無
く

な
る
こ
と
は
、
教
育
環
境

の
悪
化
を
ま
ね
き
、
移
住

定
住
を
希
望
す
る
方
の
減

少
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

I
タ
ー
ン
の
方
が
二

割
以
上
を
し
め
る
南
郷
ト

マ
ト
産
業
へ
の
就
農
者
が

減
少
し
、
地
域
産
業
の
衰

退
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

南
会
津
高
等
学
校
の
閉

校
は
、
人
口
減
少
や
少
子

化
へ
の
対
応
、
地
域
産
業

の
活
性
化
を
目
指
し
た
移

住
定
住
施
策
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町
長

町
長

存続が望まれる県立南会津高等学校

山
内　
　

政　

議
員



　

サ
ル
・
シ
カ
・

　

イ
ノ
シ
シ
が
増

え
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
は
。

　

昨
年
度
か
ら

　

鳥
獣
対
策
専

門
員
を
配
置
し
、
野
生
動

物
の
生
息
状
況
や
行
動
に

関
す
る
調
査
を
行
い
、
捕

獲
や
集
落
ぐ
る
み
の
対
策

に
反
映
さ
せ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
各
集
落
の
実

情
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講

じ
る
た
め
、
鳥
獣
の
生
息

状
況
把
握
と
被
害
防
止
、

捕
獲
を
効
果
的
に
組
み
合

わ
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

問

町政を問う
一 般 質 問

16

町長＝各集落の実情を踏まえた対策を講じる
今 後 の 獣 害 対 策 は

町
長

町が事業用地として買収した公共用地のうち
未登記となっている件数（平成 29 年度末時点）

地　域 筆　数
田島地域 862 筆
舘岩地域 282 筆
伊南地域 242 筆
南郷地域 39 筆

合　計 1,425 筆

所
有
権
移
転
の
未
解
決
状
況
は

　

動
産
・
不
動
産

　

の
所
有
権
移
転

で
、
未
解
決
件
数
と
そ
の

理
由
は
。　

未
登
記
の
件

　

数
は
左
記
の

と
お
り
で
、
地
権
者
の
相

続
登
記
が
で
き
て
い
な
い

問町
長

町
長
＝
未
解
決
の
解
消
に
引
き
続
き
努
め
る

こ
と
や
、
抵
当
権
の
抹
消

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

主
な
原
因
で
す
。

　

ま
た
、
登
記
は
町
に

な
っ
て
い
る
が
、
使
用
困

難
な
物
件
も
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
未
解
決
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

町
長
＝
安
全
確
保
と
風
評
被
害
払
拭
に
取
り
組
む

食
品
安
全
対
策
の
取
り
組
み
は

　

県
は
、
日
本
一

　

の
食
品
安
全
県

を
目
指
し
、
農
産
物
安
全

認
証(

Ｇ
Ａ
Ｐ)

の
団
体

取
得
な
ど
の
普
及
推
進
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

問
　

農
産
物
の
安

　

全
確
保
は
、

町
長

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
や
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
取
り
組

み
な
ど
、
県
が
全
面
的
に

先
頭
に
立
ち
推
進
し
て
い

ま
す
の
で
、
県
や
農
業
者

団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
安
全
確
保
と
風
評
被

害
払
拭
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

県
立
南
会
津
病

　

院
の
建
物
や
設

備
の
古
い
と
こ
ろ
が
あ

り
、
修
繕
が
必
要
と
思
う

が
、
町
の
対
応
は
。

　

開
設
か
ら
24

　
年
が
経
過
し

て
お
り
ま
す
が
、
補
修
は

計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

町
長
＝
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
な
場
合
は
要
望

県
立
南
会
津
病
院
の
充
実
は

問町
長

　

今
後
、
大
規
模
な
修
繕

が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
関
係
機
関
に
対
し
要

望
し
ま
す
。

星　
　

光
久　

 

議
員



　

指
定
文
化
財
保

　

護
の
た
め
１
人

で
操
作
可
能
な
消
火
栓
の

設
置
を
。　

ほ
と
ん
ど
が

　

町
有
物
件
で

あ
り
防
火
設
備
を
有
し
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

設
備
の
整
備
が
必
要
か
調

査
研
究
し
ま
す
。

町政を問う
一 般 質 問

　

子
育
て
世
帯

　

の
家
計
の
負

担
軽
減
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 町

長

17

町長＝今までとおり商品券とします

交 付 額 の 半 分 は 現 金 で

保
育
所
の
バ
ス
遠
足
時
に
支
援
を

町
長
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

事

業

組

織

の

変

更

を

町
長
＝
平
成
31
年
度
中
に
見
直
し

　

単
に
ヤ
マ
ザ

　

ク
ラ
を
植
栽

す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
全
体
に
関
わ
る
事

業
で
あ
り
、
各
課
横
断
的

に
連
携
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
平
成
31
年
度
中

に
見
直
し
ま
す
。

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

　

１
万
本
の
里
づ

く
り
事
業
は
、
町
の
景
観

づ
く
り
に
町
民
が
主
体
的

に
か
か
わ
る
と
の
基
本
理

念
か
ら
、
担
当
課
を
変
更

し
事
業
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

問

町
長

問

　

子
育
て
ス
マ

　

イ
ル
事
業
で

第
１
子
に
１
０
万
円
、
第

２
子
に
２
０
万
円
、
第
３

子
に
３
０
万
円
の
地
元
商

品
券
を
交
付
し
て
い
る

が
、こ
の
事
業
の
目
的
は
。

問

第２回ヤマザクラ一万本の里づくり記念植樹祭のようす
（平成 30 年 11 月４日　南郷スキー場で開催）

の
遠
足
は
、
保
護
者
の
意

見
を
取
り
入
れ
そ
れ
ぞ
れ

の
保
育
所
、
保
育
園
ご
と

に
特
色
あ
る
対
応
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
そ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

保
育
所
の
遠
足

　

で
バ
ス
を
利
用

す
る
際
、
保
護
者
負
担
軽

減
の
た
め
の
支
援
を
す
べ

き
で
は
。

問文
化
財
の
類
焼
損
害
補
償
の
推
進
を

教
育
長
＝
推
進
す
る
考
え
は
な
い

教
育
長

　

地
元
商
店
の

　

活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

れ
ま
で
ど
お
り
と
し
ま
す
。

町
長 　

交
付
額
の
半

　

分
を
現
金
に

し
て
は
。
問

　

火
災
保
険
に
類

　

焼
損
害
補
償
の

追
加
推
進
を
す
べ
き
で
は
。

　

町
有
の
指
定

　

文
化
財
は
総

合
賠
償
保
障
保
険
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
個
人
所
有
の
登

録
有
形
文
化
財
の
火
災
保

険
加
入
は
所
有
者
の
判
断

と
な
り
、
類
焼
損
害
補
償

の
追
加
推
進
を
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問教
育
長

　

現
在
の
保
育

　

所
、
幼
稚
園

町
長

貝
田　

美
郎　

議
員
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県へ意見書を提出

全 国 町 村 議 会 議 長 会 自 治 功 労 者
受 賞 お め で と う ご ざ い ま す
　南会津町議会から２名の議員が、在職 15年以上の功績が認められ、全国町村議会議
長会会長より自治功労者表彰を受賞されました。
　今後も町政進展のため、一層のご活躍を期待いたします。

要 望 活 動 報 告

県
立
高
等
学
校
２
校
の
存
続
を

　

町
議
会
は
、
３
月
19
日
、
３
月
定
例
会
で
議
決
し

た
「
南
会
津
町
に
お
け
る
県
立
高
等
学
校
２
校
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、
県
知
事
と
県
教
育
委
員

会
教
育
長
に
提
出
し
、２
校
の
存
続
を
求
め
ま
し
た
。

　

県
が
示
し
た
※
１

　

県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実
施
計

画
に
対
し
、
町
議
会
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。（
詳
細
は
７
㌻
に
記
載
）

　

今
後
は
、
県
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
高
等
学

校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
県
議
会
議
長
へ
、
同
趣
旨
の
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　
　
　
※
１

　

県
立
高
等
学
校

　
　

改
革
前
期
実
施
計
画

　

少
子
化
が
進
行
す
る
状

況
の
な
か
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
徒
一
人
一

人
の
資
質
や
能
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
魅

力
あ
る
高
等
学
校
を
推
進

す
る
た
め
、
県
教
育
委
員

会
が
、
平
成
31
年
２
月
８

日
に
、
２
０
１
９
年
度
か

ら
２
０
２
３
年
度
ま
で
の

前
期
計
画
と
し
て
公
表
し

た
も
の
。

　

本
計
画
で
は
、
町
内
に

あ
る
県
立
田
島
高
等
学
校

と
県
立
南
会
津
高
等
学
校

の
２
校
を
統
合
し
、
使
用

校
舎
は
田
島
高
等
学
校
校

舎
と
し
て
い
る
。

　

統
合
後
の
教
育
活
動
の

方
向
性
と
し
て
、
南
会
津

町
に
新
設
さ
れ
る
特
別
支

援
学
校
と
の
連
携
に
よ

り
、
共
生
社
会
の
仕
組
み

を
学
ぶ
教
育
シ
ス
テ
ム
の

実
現
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

る
。

用語

楠　正次　議員高野　精一　議員

県教育庁 大沼教育次長 ( 中央 ) へ意見書を手渡しする
五十嵐議長（右）と室井副議長（左）
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南
会
津
町
議
会
任
期
最
後
の
定
例
会
が
閉
会
し

ま
し
た
。

　

議
会
広
報
委
員
会
は
、
議
会
中
継
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
や
会
議
録
の
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
の
た
め
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
定
例
会
ご
と
に
編
集
し
ま
し
た
議
会
だ

よ
り
は
、
読
ま
せ
る
広
報
か
ら
見
せ
る
広
報
に
心

が
け
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
を
目

標
に
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
委
員
も
本
号
の
発
行
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
委
員
長　

森　

秀
一

議 会 報 告 会
－ 町民と共に歩む議会であるために －

（76 回）
１２月定例会の結果を報告

下山区で開催
日 時 　１月２５日（金）　午後６時３０分から
会 場 　下山公民館
参 加 者 　区長ほか８人

出 席 議 員 　貝田美郎・湯田良一・大桃英樹
　山内　政・星　光久・星登志一

質 疑 事 項
　①さゆり荘建設の財源は。
　②南郷スキーの今後について。
　③人口減少対策について。

要望・意見
　①国道 401 号の要望活動の充実。
　②歩道の雪の排雪を早めにしてほしい。
　③駒止トンネル入口に照明設置を。

※質疑事項および要望・意見は一部のみ掲載しています。なお、いただいた意見や要望は所管委員会で調査し、
　結果を区長宛に回答します。

【議会報告会を開催しませんか】
　行政区長や各種団体などの代表者を通して、議会議員または議会事務局へご連絡ください。
　その際に、開催希望日などがあれば、併せてお知らせください。
　開催時期は、定例会終了後、概ね１カ月半以内で、申込受付は先着順で３団体までとなります。

平成 31 年 3 月 15 日の本会議全日程終了後

お 悔 み 申 し 上 げ ま す
　現職の阿久津梅夫議員（井桁）が、２月 16 日に内臓疾患のため、会津若松市内の病院で亡くな
られました。
　阿久津議員は、平成 11 年に舘岩村議会議員に初当選し、町村合併後は南会津町議会議員に就任
し、産業建設委員、南会津地方広域市町村圏組合議会議員、南会津地方環境衛生組合議会議員を
務め、町民福祉の向上と産業振興の発展に尽力されました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

任 期 最 後 の 議 会 が 閉 会



議会を傍聴する手続きは簡単です。
本庁 3 階の議場傍聴席入り口で住所
と氏名を書くだけです。
傍聴席では、提出された議案も閲覧
できます。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

【発行】福島県南会津町議会　　【編集】議会広報委員会　　【印刷】馬場印刷所
〒 967-0004　福島県南会津郡南会津町田島字後原甲 3531-1　TEL：0241-62-6310　FAX：0241-62-6102

【ホームページ】http://www.minamiaizu.org/gikai/

議会広報委員会
委 員 長 森　　秀一
副 委 員 長 丸山　陽子
委 員 貝田　美郎

渡部　訓正
室井　英雄
室井　嘉吉

平成３１年第２回定例会

６月７日（金）開会予定

町 民 の 声 南会津町へ U・I ターンしてきた方へ、移住されたきっかけや町
の魅力をインタビューしました。
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齋藤光子さん (71)　　齋藤長一さん (72)

　

南
会
津
町
に
来
ら

　

れ
る
ま
で
は
ど
ち

ら
に
お
住
ま
い
で
し
た

か
？

　

茨
城
県

　

水
戸
市

で
す
。

Q齋
藤
さ
ん

　

南
会
津
町
に
住
み

　

た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Q

　

湯
ノ
花

　

地
区
は
、

妻
の
父
の
故
郷
で
、
何
度

か
訪
れ
て
い
る
う
ち
に
、

自
然
が
豊
か
で
、
人
々
が

温
か
で
人
情
的
な
と
こ
ろ

に
惹
か
れ
、
い
つ
か
は
住

齋
藤
さ
ん

ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

　

定
年
後
は
、
都
会
を
離

れ
て
暮
ら
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
４
年
間
ぐ

ら
い
は
水
戸
と
湯
ノ
花
を

往
復
し
、
移
住
の
準
備
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
お
店
を
始
め

　

よ
う
と
し
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。 Q

　

移
住
さ
れ
る
前
の

　

お
仕
事
は
何
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
？

Q

　

銀
行
に

　

定
年
ま

で
務
め
た
後
、
経
営
コ
ン

齋
藤
さ
ん

サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

湯
ノ
花

　

地
区
の

方
々
と
話
を
し
て
い
た
中

で
、「
お
茶
を
楽
し
め
る

と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
の
人
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
思
い
と
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば

と
い
う
思
い
で
始
め
ま
し

た
。

　

ハ
ー
ブ
庭
園
は
、
訪
れ

た
方
の
癒
し
の
場
に
な
れ

ば
と
思
い
、
こ
の
地
域
に

合
っ
た
ハ
ー
ブ
や
バ
ラ
を

植
え
ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん

　

現
在
、
困
っ
て
い

　

る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

Q

　

困
っ
て

　

い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
便
も
い
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
都
会
と
同
じ
こ

と
を
や
っ
て
い
て
は
つ
ま

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤
さ
ん

　

今
後
の
目
標
は
？

　

地
域
の

　

皆
さ
ん

が
元
気
に
な
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

先
日
、
村
の
老
人
ク
ラ

ブ
で
薬
草
栽
培
で
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て
講
演
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
町
と
し
て

も
支
援
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　

個
人
と
し
て
も
、
中
小

企
業
診
断
士
の
経
験
を
活

か
し
て
支
援
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

齋
藤
さ
ん

Q

茨城県水戸市から湯ノ花地区に I ターンし、
” ベルガーデン（ハーブ庭園とカフェ）” を営んでいます。


